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本研究では、インフルエンザウイルスの2つの重要な構成要素、すなわちリボ核タンパク質複合体

（RNP）およびヘマグルチニン（HA）に対する抗体複合体の構造解析を通じて、ウイルス複製や感

染阻害の分子機構の解明を目指した。 

 

1. インフルエンザウイルスRNP構造解析の進展 

インフルエンザウイルスRNPの高分解能構造解析を目的として、様々な長さのRNA鎖を有する組換

えmini-RNPの再構成と構造解析条件の検討を進めた。段階的にRNA長を調整した複数のコンスト

ラクトを作製し、電子顕微鏡による2次元像取得を通じて、NP分子数および構造均一性に応じたR

NP試料の性状把握が進んだ。これにより、今後の高解像度構造解析に適したコンストラクト選定

の見通しが得られつつあり、RNAポリメラーゼやNPとの相互作用面の構造的理解に近づく手応え

が得られた段階である。また、今後の高解像度クライオ電子顕微鏡解析に向けて有望な試料が整

いつつあり、さらなる分子機構の解明に繋がることが期待される。 

 

2. HA−抗体複合体の機能的構造解析と論文投稿 

インフルエンザウイルスHAに対する中和抗体（IgA）複合体の構造と機能に関する研究では、IgA

サブクラス（IgA1, IgA2m2）およびその多量体化がウイルス中和能に与える影響を詳細に解析し

た。その結果、多量体化がウイルス進入阻害能を高め、特にIgA2m2は単量体でも放出阻害能を有

すること、さらに多量体ではウイルス粒子同士の凝集を誘導し、ウイルス感染の多段階阻害を可

能にすることをクライオ電子トモグラフィーにより可視化した。本成果は論文として現在投稿準

備中であり、粘膜免疫におけるIgAの役割や新規抗ウイルス抗体の設計に寄与することが期待さ

れる。 

 

3. 関連研究成果との連携とシナジー 

また、同様の技術基盤を活用して進めてきたエボラウイルスヌクレオカプシド（RNP）の構造解析

研究も本計画と相補的に機能した。特に、VP24がヌクレオカプシドの構造形成および機能制御に

おいて果たす役割を明らかにした論文を公表しており（"Structural basis for Ebola virus nu

cleocapsid assembly and function regulated by VP24"）、RNP関連研究における解析戦略の確

立に貢献している。 

 

4. 総括 

以上のように、本研究期間中にRNPおよびHA−抗体複合体双方において重要な進展が得られた。今

後、これらの構造情報はウイルス粒子形成や感染過程の分子機構解明を通じて、新規治療標的や

ワクチン開発に向けた基盤技術となることが期待される。 

 


